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新
入
会
員
紹
介 

 
 

 
 

 

福
永 

貞
子
さ
ん 

第
４４
期
健
康
づ
く
り
学
科
を
卒
業

し
、
同
窓
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

退
職
を
機
に
何
か
を
し
な
け
れ
ば…

と
思
い
、
以
前
か
ら
気
が
あ
っ
た
滋
賀

県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
に
入
学
し
、
２

年
間
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
、
同
期
の
仲
間
と
の
交

流
を
楽
し
み
な
が
ら
、
同
窓
会
で
の
活

動
や
地
域
活
動
で
少
し
で
も
、
お
役
に

立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

さ
る
９
月
１６
日
、
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会

中
部
支
部
で
、
役
員
並
び
に
健
康
文
化
部
の
お
世
話
に
よ

り
、
Ｇ
Ｇ
大
会
が
４
支
部
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

の
予
選
を
兼
ね
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

み
ん
な
暑
さ
を
も

の
と
も
せ
ず
元
気

い
っ
ぱ
い
に
、
ロ
ー
カ

ル
ル
ー
ル
を
守
り
な

が
ら
、
楽
し
く
プ
レ
ー

さ
れ
怪
我
な
く
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
出
ま
し
た
。 

そ
れ
に
季
節
の
移
ろ
い
を
実
感
で
き
る
、
ト
ン
ボ
や

蝶
々
な
ど
と
連
れ
添
い
な

が
ら
の
ラ
ウ
ン
ド
は
、
風
情

に
富
ん
だ
も
の
で
し
た
。 

当
分
会
か
ら
は
見
事
第

３
位
に
入
賞
さ
れ
た
中
野 

農
さ
ん
が
、
４
支
部
親
善
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

出
場
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

プ
レ
ー
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同
窓
会
活
動
で
培
っ
た

多
く
の
友
人
た
ち
と
、
思
い
出
話
や
思
い
も
か
け
な
い
地

縁
人
縁
関
係
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
な
ど
和
気
藹
々
の
談
笑

風
景
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ

の
大
会
の
最
大
の
魅
力
と
意
義
だ
と
強
く
感
じ
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
気
持

ち
が
よ
り
高
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

★
主
な
成
績
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

優  

勝  

酒
井 

直
祐
（
能
登
川
） 

第
２
位  

田
井
中 

幸
子
「
女
性
第
１
位
」
（
能
登
川
） 

第
３
位  

中
野 

農
（
日
野
） 

Ｂ
Ｂ
賞  

田
井
中 

純
子
（
能
登
川
） 

 

な
お
、
第
２４

位

ま

で

の

方

が
、
来
る
１
０

月
２
９
日
に
開

催
さ
れ
る
、
４

支
部
親
善
Ｇ
Ｇ

大
会
に
出
場
さ

れ
ま
す
。
ご
活

躍
を
期
待
し
、

わ
れ
ら
が
エ
ー

ス
中
野 

農
さ

ん
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
。 
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・・な  な  い  ろ・・ 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会 

 

中
部
支
部
Ｇ
Ｇ
大
会
が 

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
‼ 

 

於
て
・
能
登
川
や
わ
ら
ぎ
の
郷
公
園 

スタート前に 

柔軟体操 

準備風景 

栄
え
あ
る

 

女
性
優
勝 

田
井
中
幸
子
さ
ん
（
右
）
と 

Ｂ
Ｂ
賞
の 

田
井
中
純
子
さ
ん 

第３位入賞の 

中野 農さん 

ご入会嬉

しく歓迎

します‼ 

～分会長

～ 
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レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会
日
野
分
会 

日
野
町
立 

日
野
中
学
校
の 

花
壇
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

  

去
る
、
７
月
３０
日
毎
年
実
施
し
て
い
る
日
野
中
学
校
の

花
壇
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。 

初
め
に
大
蔵
校
長
か
ら
意
義
や
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

た
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
弾
み
を
つ
け
て
作
業
に
か

か
り
ま
し
た
。 

早
朝
か
ら
の
作
業
と
は
い
え
、
真
夏
の
蒸
し
暑
さ
は
、

シ
ニ
ア
の
身
に
は
芯
ま
で
応
え
ま
し
た
が
、
作
業
の
辛
さ

は
そ
の
ま
ま
さ
れ
る
感
謝
の
深
さ
と
の
思
い
で
、
黙
々
と

耐
え
ま
し
た
。 

写
真
の
よ
う
に
、
草
茫
々
の
花
壇
の
姿
が
、
き
れ
い
な

景
色
に
変
わ
っ
た
と
き
、
こ
こ
で
学
ぶ
生
徒
の
喜
ぶ
様
子

が
、
目
に
浮
か
び
、
や
る
気
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。 

同
時
に
参
加
し
た
仲
間
の
絆
を
太
く
長
く
綯
う
機
会
と

も
な
り
、今
後
予
定
さ
れ
る
楽
し

い
交
流
会
や
、バ
ス
旅
行
な
ど
へ

の
参
加
に
心
を
馳
せ
て
、心
身
の

疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。 

  

今
ま
で
深
田
久
弥
百
名
山

や
都
道
府
県
最
高
峰
に
登
っ

た
山
の
中
で
一
番
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
山
を
紹
介
し
ま

す 

そ
れ
は
、
全
国
の
都
道
府
県

の
最
高
峰
の
中
で
最
も
標
高

が
低
い
の
が
千
葉
県
の
最
高

峰
愛
宕
山
（
４
０
８
ｍ
）
で
す
。

低
い
の
に
な
ぜ
簡
単
に
登
れ

な
い
山
か
。
そ
れ
は
、
愛
宕
山

の
山
頂
は
航
空
自
衛
隊
峯
岡

山
分
屯
基
地
内
に
あ
る
た
め
、

入
山
に
は
許
可
が
必
要
と
な

る
た
め
、
事
前
に
手
続
き
を
し
て
許
可
を
受
け
て
登
山
と

な
る
。 

今
回
の
登
山
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
基
地
ゲ
ー
ト
に
早
く
着

い
た
が
許
可
を
も
ら
っ
た
時
間
で
な
い
と
ダ
メ
で
入
門
手

続
き
を
し
て
、
二
人
の
自
衛
隊
職
員
が
同
行
し
て
山
頂
に

向
か
う
が
写
真
は
山
頂
の
み
Ｏ
Ｋ
で
あ
っ
た
が
、
建
物
な

ど
は
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
ダ
メ
と
注
意
を
受
け
た
。 

基
地
ゲ
ー
ト
か
ら
山
頂
ま
で
は
約
１
０
分
、
し
ば
ら
く

は
舗
装
路
を
歩
く
と
鳥
居
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
が
、
愛

宕
神
社
で
石
段
を
登
り
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
石
造
り
の
祠
が

あ
る
。
さ
ら
に
山
道
を
上
る
と
山
頂
で
３
等
三
角
点
が
あ

る
。
今
回
の
登
山
で
都
道
府
県
最
高
峰
達
成
と
な
っ
た
。

山
頂
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
下
山
は
来
た
道
を
基
地
ゲ
ー

ト
ま
で
戻
る
。
二
人
の
自
衛
隊
職
員
が
ず
っ
と
基
地
ゲ
ー

ト
ま
で
同
行
で
あ
っ
た
。 

基
地
ゲ
ー
ト
（
１
２
：
０
０
） 

山
頂
（
１
２
：
１
０

～
１
２
：
２
０
） 

基
地
ゲ
ー
ト
（
１
２
：
２
５
） 

今
回
の
登
山
は
そ
の

他
に 

愛
宕
山
（
４
０

８
ｍ
）、
伊
予
が
岳
（
３

３
７
ｍ
）、
富
山
（
３
５

０
ｍ
）、
鋸
山
（
３
３
０

ｍ
）
に
登
る
。
自
宅
か

ら
近
江
鉄
道
バ
ス
八
日

市
営
業
所
に
駐
車
し

て
、
往
復
夜
行
バ
ス
で

品
川
ま
で
の
行
程
で

あ
っ
た
。 

編
集
後
記 

 

今
回
は
、
今
後
の
ご
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す

新
入
会
員
の
紹
介
を
ト
ッ
プ
に
、
中
部
支
部
Ｇ
Ｇ
大

会
、
中
学
校
花
壇
の
清
掃
活
動
、
会
員
OB

の
徳
田
氏
の

登
山
紀
行
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。 

紙
面
構
成
を
会
員
み
ん
な
で
工
夫
し
な
が
ら
、
楽
し

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
来
月
の
カ
フ
ェ
は
、
第
４４
期
生
の
楽
器
演

奏
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
次
回
は
新
年
号
と
し
て
、
新
し
い
年
の
始
め
に

相
応
し
い
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

担
当 

第
３０
期
卒 

堀
江 

勇
夫 

中央が大蔵校長先生 

アフター 

ビフォアー 

低山でも簡単に登れない山 
 

千葉県最高峰 愛宕山 ４０８ｍ 
 

会員OB 徳田 峰雄 


